
平成30年度 第25回番組審議会議事録 

 

【開催日時】  平成31年3月27日（水）  11：00～13：00 

【会   場】  東京ベイネットワーク株式会社 ３階大会議室 

【番組審議委員】（50音順） 

秋山 利裕 委員（江東区観光協会 理事長） 

片山 祐子  委員（タウン誌深川 編集長） 

小松 和也  委員（中央エフエム株式会社 代表取締役） 

鈴木 章夫  委員（築地食のまちづくり協議会 理事長） 

松木 伸也  委員（富岡八幡宮 権禰宜） 

矢子 和美  委員 (書道研精会 書道家)  

渡辺 哲三  委員（江東区商店街連合会 会長） 

 

【会社側出席者】   

代表取締役社長 高田稚彦 

取締役   河野尚行 

取締役   井守正樹 

放送制作部部長 大貫隆夫 

放送企画制作課課長 中島紀志 

放送企画制作課 山賀正浩 

放送企画制作課 安藤慎也 

放送企画制作課 吉谷 真 

 

【議  事】 

１）出席者紹介：大貫部長 

 

２）開会挨拶：高田社長 

 

３）議事： 

  ① 前回のご意見を受けて 

  ② 今年度自社制作番組の取組   

  ③ 平成３１年度の主な取組 

  ④ 委員の皆様からのご意見 

 

４）来期に向けたご挨拶 大貫部長・中島課長 



【高田社長冒頭あいさつ】 

昨年はCATVを取り巻く環境に大きく２つの事がありました。一つは昨年12月に始まった

BS４K・８K放送です。当社コミニュティーチャンネルでも番組・編成で取り組んでおりま

す。二つ目は大災害であります。当社も他局の経験を共有して有事の際にしっかり対応し

て行きたいと思います。また昨年の取り組みとしては、まず各種イベントに協賛して当社

のプレゼンス向上に取り組み、効果を発揮しました。 

 次に市場移転に関する取材に年間を通じて取り組み、１０月の移転時に集中して放送し

ました。 

 そしてCATV番組アワード３部門に出展し、社員の能力向上に取り組みました。 

本日はこうした取組みに委員の皆様の忌憚のないご発言をお願い致します。 

 

【委員各位からのご意見】 

①市場移転番組 

1． 1. 小車職人・銀鱗文庫など一般の人は知らないような、市場で働く人を紹介したのは

良い。 

2． 新旧の住民のためにも、継続して変化して行く姿を取材し情報提供をして欲しい。 

3． ナレーションが聞きやすくて良かった。 

4． 今後も継続して取材する事によって、住人の要望なども伝えて欲しい。 

 

②加藤紀子の下町のみある記 

1. 1. ナレーションで補完する場面があっても良かった。 

2. 飲み屋だけでなくファミリー層が楽しめる飲食店なども紹介して欲しい。 

3. お店の場所が地元以外の人でも判るような地図を掲載して欲しい。 

4. 人・酒・料理とか、何かテーマを絞った方が他の番組と差別化でき、良いかと思う。 

 

③波除稲荷神社「つきじ獅子祭」ＬＩＶＥ 

1. 実況が「さすがラジオ！」と言った感じで素晴らしかった。 

2. リポーターの衣装が神事に相応しくなく残念、今後気を配って欲しい。 

3. 現場のインタビューで「気持ち良かった」の一言が祭りの「本物」を伝えたと感じた。

他の地域では踏み込めない部分を紹介する事、アーカイブとして残す事こそが地域メデ

ィアの使命と思う。 

4. ライブこそが地域メディアの特性が発揮できると思う。 

5. 大きな神社だけでなく小さい神社やお祭りも取材して欲しい。 

6. お祭りの紹介のみならず、各神社の歴史や法被の紹介、また御神輿の担ぎ方コーナーな

ども設けてもらえれば新しい住民も祭りに参加しやすくなると思う。 

 

 



④わんぱく相撲 中央区大会 

1. ケーブルテレビならではの企画と感じた。 

2. ローカルな大会や出来事に焦点を当てて今後も放送して欲しい。 

 

⑤その他ご意見 

1. 新しい店や大きな施設のために昔の店が弱くなってしまっているので、旧来の商店街も

取り上げて欲しい。 

2. 江東区民として十余年、店や公園を紹介してもらって大変役に立っている。 

3. より多くの区民を出演させる事で耳目を集められると思う、幅広い人を取材して欲しい。 

4. 貴重な歴史、記録を残していると思うので、アーカイブ番組も今以上に制作して欲しい。 

5. 江東区だけでなく中央区の「区民まつり」も取り上げて欲しい。 

6. 昨今は保護者以外立入禁止の小学校もある。きらきら一年生だけでなく、運動会なども

取り上げて欲しい。 

7. 新人芸人を発掘して育てる番組などもあると良いのでは無いか。 

8. 継続して視聴する習慣をつけてもらうために、アニメやドラマのように「次が気になる」

番組が有っても良いと思う。 

 

 

【来期に向けたご挨拶】 

・大貫部長挨拶 

この一年間は、放送制作部部長として今まで培ってきた人脈やご縁を頼り、我々の放送と

雑誌と言う２つのメディアがお役に立てないかと広告営業の立場で励んで参りました。そ

れが実を結び来年度は広告営業課を創設いたしましたので、どうか倍旧のご愛顧をお願い

致します。また放送制作部としては「見たい」といわれる番組作りが使命だと思っていま

すので、これからも地元の皆さんと一緒になって励んで参ります。 

・中島課長挨拶 

新しく部長に就任する中島と申します。これまで育てていただいた中央区・江東区の皆様

のお役立ちになるような、地域が元気になる事で私たちの会社も元気になるというような

番組編成・番組制作を続けて参りたいと思いますので、是非今後ともご協力の程、宜しく

お願い致します。 

 

以上 


